
電動アシスト自転車
YN-250eURBAN

ニューエナギー・ジャパン

●この説明書に記載のイラストや画像は、イメージ図を使用しています。
形状やデザインが、お買い上げいただいた自転車と異なる場合があります。

●安全のため、ヘルメットの着用をお勧めします。
●万一の事故に備え、対人・対物賠償保険に加入されることをお勧めします。
●必ず、販売店で防犯登録の申請手続きを行ってください（法令で義務付けられています）。

取扱説明書

この度はニューエナギー・ジャパン製品をお
買い上げいただき、まことにありがとうござ
います。

●ご使用前に取扱説明書をよくお読みのう　
　え、各取付け部品がすべてあるかどうか点
　検しましょう。
●正しく安全にお使いください。
●各部の部品を点検しましょう。
●異常を見つけたら、すぐに販売店にご連絡
　ください。
●２人乗りはしないでください。法律で禁止
　されています（6 歳未満の幼児をチャイル
　ドシートに 1 人乗せる場合を除く）。
●雨、雪の日はスピードを落とし、ブレーキ
　をかける時は安全のため、車間距離を
　とってください。
●車輪部の電子部品は水没による故障が起　
　こるため、水溜りでの運転は止めてくだ　
　さい。
●バッテリーの端子部は金属製です。安全の
　ため、濡れた手で触らないでください。感
　電のおそれがあります。
●勝手に解体や改造をしないでください。
●異常が確認されたときは、販売店へご相談
　ください。正規部品の交換をお勧めします。
●安全のため、車両の貸し借りをしないよう
　に、お願いします。

お願い

お知らせ

安全のため、乗る前に点検しましょう。
●空気圧が適性かチェックしましょう。
●前、後車輪が確実に固定されているかを確認しましょう（締付トルクは前輪 19.6Nm、後輪 30Nm 以上）。
●ハンドルバー、ハンドルステムの締付トルクは 19.6Nm 以上。
   バンドルステムのはめ合わせ限界標識が見えるまで上げない。
●シートポストのはめ合わせ限界標識が見えるまで上げない。
●前後ブレーキの効き、作動の点検をしてください。

■乗る前の点検
輸入元：オーフレンズ株式会社
住　所：〒101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-5-2　たちばなやビル 2 階
電　話：03-3526-2250　ＵＲＬ: www.o-friends.com

注意：①各専売店にてお客様カード、修理記録を記入してください。

（  年 　月 　日） 点検・整備記録 担当

点検・整備チェックリスト

お客様カード
氏名 .

電話 .

購入日 .　　 　/　　/

バッテリー No.

防犯登録 . 品質検査担当 .

型番 .YN-250eURBAN　( Gold )

車体 No.

住所 . Re/No.

品番

②ご購入後 15 日以内にお客様カード、修理記録を回収し、領収書の写しを同封の上、
            当社（輸入元）に送付していただけるようお願いいたします。
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各部のなまえ（１）

後ブレーキ

リアキャリア

バッテリー

バッテリー
　スイッチ

サドル

シートポスト

後どろよけ

タイヤバルブ

タイヤ

リム

スポーク

ギヤクランク

チェーンケース

チェーン

ペダル

前ブレーキ

フロントフォーク

前どろよけ

ハンドル部右（図２）

ハンドル部左（図１）

ハンドルステム

インジケーター（ハンドル手元スイッチ）

ハンドル部左（図１） ハンドル部右（図２）
ギアチェンジレバー

バッテリー
スイッチ プラグ差込口

6km

MODE
LOW MED HIGH 810

POWER

速度制限ボタン（毎時６km）

バッテリー残量表示ボタン電源ボタン

モード切替ボタン（低速・中速・高速）

■インジケーター

■バッテリー ( 裏側）

グリップ

ハンドルバー

前ブレーキレバー

ギアチェンジレバー

ギヤチェンジボタン
グリップ

後ブレーキレバー

インジケーター

■付属品
自転車本体の他に下記のものがすべて
含まれていることをご確認ください。

●充電器
●取扱説明書
●スペアキー（1 本）

ランプ
充電器

プラグ
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バッテリー

キー
（バッテリーロック）

ペダルリフレクター
スタンド

スポークリフレクター

前輪脱輪防止金具

リアリフレクター

●バッテリーパックの後部裏側にある主電源を ON に入れる。次にインジケーター（ハンドル手元スイッチ）
の電源ボタン（ON/OFF）を押して電源を入れる。
ギアチェンジレバーが１（速）になっていない場合はレバーを時計の反対回りに押上げ１速になっているこ
とを確認してください。
ギアチェンジレバーの番号が大きくなる程加速できます。
1 ～ 7 速までありますが、１段ずつ変速してください。

●バッテリーパックの後部裏側にある主電源を ON に入れる。次にイ
ンジケーター（ハンドル手元スイッチ）の電源ボタン（ON/OFF）を
押して電源を入れる。

●一度に何段も変速しない。一気に変速すると、ショックが大きく転倒する恐れがあります。
●ペダルを踏みながら、変速しないこと。バランスを崩し転倒する恐れがあります。
●常に電気の消費を少ないモードにしてください。
●急ブレーキ、急ハンドルを避けてください。転倒の恐れがあります。
●バッテリーの充電があるのに走行できない場合はバッテリーを守るため電源を切って走行してください。

■乗り方について

■注意事項

【停車の注意事項】
●安全のため降りる前に電源を切る。
●鍵をかけましょう。
●定期的に点検をしましょう。お手入れ方法は乾いた布やブラシで軽く泥や土ほこりを落としてください。

●充電器側のプラグをバッテリーに接続します。充電中は充電器のランプが赤く点灯し、充電が完了する
　と緑色に点灯します。
●充電時間：充電に適した環境（25℃の室内）で 6-7 時間。
　1. 夏季の充電時間：5-6 時間。もしバッテリー本体の温度が 40℃を超えた場合は充電を一度中断して、
　　しばらくバッテリーの温度が下がるまで待ちましょう。
　2. 冬季の充電時間：4-8 時間。バッテリーを１時間位、室内に置いた後充電しましょう。
●バッテリー本体は流量保護装置付き、長時間充電しても（18 時間以内）バッテリーの寿命に影響は
　ありません。

■バッテリーの取り付け

■キー（バッテリーロック）

■バッテリーの充電について

●示した方向でバッテリーの鍵を開けて、バッテリーを取外し、充電した後に同じ工程で
　取り付けてください。

バッテリーロック

各部のなまえ（２） 乗りかた・充電のしかた
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必要なとき

●充電中は、子供の手が触れないところにおいてください。
●未充電バッテリーの使用を止めてください。
●正規バッテリー以外の使用はやめてください。
●バッテリーの解体、改装をしないでください。
●液体や、金属くずがバッテリー内部に入らないようにしてください。
●充電中に、バッテリーの上に物を置かないようにしてください。
●風通し良く、湿気がないところで、充電を行ってください。
●充電中に異臭を感じたら、直ぐに充電を中止してください。

■充電注意事項

●前後車輪ねじの緩みの確認。
●前後タイヤのすり減りの確認、空気圧チェック。
●モーターシステムの起動、停止を確認しましょう。
●ブレーキワイヤーの状態をチェックしましょう。

●電子部品の故障となる恐れがあるため、水洗いはおやめください。
●中性洗剤を布類に付けて、車体を軽く拭いてください。
●金属部分に潤滑剤を布に吹き付けて拭いてください。
●ブレーキに油脂類を絶対に付着させないでください。

●日常的にヴァセリンを塗ってください。
●使用した後は、すぐに充電を行ってください。
●長期にわたり使用しないときは、バッテリーを車体から外して保管してください。
●定期的に充電を行ってください。
●バッテリーの豆知識：バッテリーの容量は長期間保管している時も少しずつ低下します。
　充電をしても回復しなければ、寿命ですので、新しいバッテリーに交換してください。

■定期的なお手入れ方法

■お手入れと保管

■バッテリーのお手入れ方法

【注意事項】
1. 悪環境による、バッテリーの劣化につながる恐れがあります。０℃以下の環境になるとバッテリー
　の出力が３分の１まで減ります。温度は 20 度になると出力が自然に回復します。
2. 感電の恐れがあるため、充電プラグに金属物が接触しないようにしてください。 
3. 車輪部の電子部品は水没による故障が起こるため、水溜りでの運転は止めてください。
4. 非正規部品と交換しないでください事故になる恐れがあります。
5. 勝手に解体や改造をしないでください。異常が確認されたときは、販売店にご相談ください。
　正規部品との交換をお勧めします。
6. 安全のため、未成年者、妊婦、年寄等のアシスト自転車のご使用はおやめください。
7. 下り坂での加速は止めてください。事故になる恐れがあります。
8. ブレーキに油脂類を絶対に付着させないでください。
9. 乗る前の点検をしましょう。
10. 砂利道での走行を止めましょう。
11. ハンドルに荷物を掛けないようにお願いします。
12. 充電器に火の用心！
13. バッテリーの解体や改造は禁止です。
14. アシスト自転車は一人乗りです。二人乗りはやめてください。
15. バッテリーの充電は正規部品を使用してください。
16. バッテリーを持ち運ぶときは落とさないように気をつけてください。
17. 長距離の走行は避けてください。
18. 取扱説明書の特許権は自社所有です。

■もしもの時に対応方法
症　状 対 処 方 法

バッテリーの充電が満タンの表示
になっているがギアを動かしても、
発車ができないとき。

途中の停止から、再起動ができ
なくなった。

走行の時に、スピードがでない。

充電の時に、ライトの点灯が
しない。

充電の時に、すべてのライトが
点滅している。

※以上の状況を確認した上、改善しない場合、お買い上げの店に修理の依頼をしてください。

●バッテリーがきちんと装着されているかを確認して
　ください。
●ヒューズが飛んだ場合は、正規部品と交換して
　ください。
●インジケーターのラインが接続されているかを確認して
　ください。

●ブレーキの位置を確認してください。

●インジケーターのモードが高速になっているか、
　バッテリーの充電ができているかを確認してください。

●電源プラグが正常に接続しているかを確認してください。

●電源プラグが正常に接続しているかを確認して
ください。


